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岡 田 昌 弘
きわめて小さい点欠陥集合体の電子顕微鏡観察に,より有利な方法を見出し,又小さい集合
体の電顕像の特徴を調べる目的で,電子顕微鏡中で130Kに保持した純アルミニウム薄膜を200
0
keV電子線で照射し観察した｡観察された格子間原子微小集合体の像の大きさは20-50Aで,
それらの像と観察方法との関係,及びそれらの電顕像の特徴につき調べた｡その結果ウィーク
ビーム暗視野像で観察すると,他の方法より小さいものまで観察できる事が判明した｡又これ
ら微小集合体の電顕像は,試料がくさび型結晶の時生ずる黒い等厚干渉縞の試料の薄い側では
白い斑点として現れ,試料の厚い側では黒い斑点として観察される事が判った｡
格子間原子微小集合体は積層欠陥を含む小さい転位ループであると仮定し,二波近似,コラ
ム近似を用いた動力学的電子回折理論の Howie･Whelanの微分方程式を電子計算機で解いてシ
ミュレーション像を求めた｡計算像は観察像とは完全には一致しない｡さらにコラム近似を用
いない理論にもとずく Howie_Basinskiの式を解く計算も行った｡それによると,コラム近似
を使った場合とほとんど変わらない｡以上の結果より,黒い等厚干渉縞の両側で白黒の特徴あ
る電顕像を示す格子間原子微小集合体の構造は単純な転位ループではなく,もう少し三次元的
に緩和したものであろうと結論した｡
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